
奥まった場所で、わかりにくい。
男女共用・洋式あり・車イス可（手すりあり）
照明付・洗浄ボタン式
きれい・禁煙(きんえん)
予備(よび)ペーパーあり

公園の奥で、わかりにくい
男女別・車イス用あり・車イス用以外は和式
吸いがらやいたずら書きあり、きたない。においあり。
洗面(せんめん)台は３秒で水が止まり使いにくい
予備ペーパーあり

公園内に２つあり、わかりやすい。
男女別（車イス用も男女別）・洋式和式両方あり・ベビーホ
ルダーあり・照明と窓で明るく、清潔(けつ)
更衣室、シャワー、AED（自動体外式除細動器）あり

目立つ場所にある
男女共用・和式のみ・小便器（男子用）あり
落書きあり・におい少しあり
洗浄ボタンまたはレバー式

外見はきれいだが中はゴミがあり、きたない。
男女別・車イス利用可（手すりあり）・和式洋式あり
予備ペーパーあり・照明なし（夕方は暗くて不気味）
安全性と清潔度やや悪い

はいってすぐにある
男女別・車イス用あり・洗浄ボタン式・和式２つ（車椅
子用は洋式）・落書きなし
少し暗い

目立つところにある。
男女共用・入口はスロープで点字ブロック付き・和式・禁
煙・照明あり・予備ペーパーあり。
きれいだが照明が暗い。
節水タイマーで流すので利用後すぐには流れない

男女共用・車イス用のトイレなし・照明あり（窓あり昼間
は明るい）・男性用便器・和式洋式あり・ゴミなし・にお
い少々あり・洗浄ボタン式・予備ペーパーあり
きれいだが狭い

男女別・車イス用トイレあり・男性用便器・和式洋式あり
照明あり（窓があっても昼間は無灯で暗い）
ゴミあり・におい少々あり
予備ペーパーあり・緊急(きんきゅう)ブザーあり（小さくて
わかりにくい・音も小さい）
車イス用のトイレのドアが重い・中も暗い

駅前で使いやすい場所にある。
男女別・とてもきれい・和式洋式あり（手すりあり）・予備
ペーパーあり・緊急用ブザーあり

たち社会部は、公園のトイレを調査しています。いくつかの公園をまわり
ましたが、ほとんどに落書きがあり、くさかったです。最初は楽しみなが

ら調査していましたが、トイレがあまりきれいではないのでいやな気持ちにな
りました。みんなで使うトイレなのだから、きれいに使って、きたなかったら
自分たちできれいにするべき、などの意見もでました。これまでに10か所調
査しました。これからも続けたいと思います。
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　調査の結果を都筑区の土木事務(む)所に持って
行って、お話を聞き、意見交換(かん)をしました。
　トイレがわざと壊(こわ)されたりすることもある
そうで、困(こま)っていると聞きました。私たちの
調査も「参考にします」といってもらえてうれしかっ
たです。これからも調査を続けていきます。

どものおこづかいで気
軽に行けるお店、だが

し屋の調査 ( ちょうさ ) に行
きました。すごくたくさんお
菓子 ( かし ) がそろっていて、
感動してついたくさん買って
しまいました。上履 (うわば )
きや雑巾 ( ぞうきん ) なども
売っているお店もありました。

　お店の人に、やっていてうれ
しかったことを聞くと、調査し
た全部のお店が「子どものとき
通っていた人が大人になって自
分の子どもをつれてまた来てく
れたことがうれしかった」と答え
てくれました。

　お菓子は、５円～ 100 円で
した。古くからのお店が多く、30

年も前からやっているお店もあ
りました。

　さらに調査を進める予定で
す。

調査したお店
・( 有 ) すみれ堂 ( すみれが丘 )
・リバーサイドあべ ( 川向町 )
・伏見酒店 ( 東山田 )
  他

THE・だがし屋調査
子

ちょうさ

　「センター南の春まつり」
が、すきっぷ広場で５月２日、
３日に行われました。この
祭りを私たち文化部が取材
に行きました。

　会場では、フリーマーケッ
トやいろいろな食べ物、太
鼓やダンス、歌など、さま
ざまな出し物があり、お客さ
んは楽しく参加していました。

　お祭りの主催者、センター南商業地区振興(しんこう)会の金子
進さんにインタビューしました。お祭りの一番の特徴(とくちょう)
は「こいのぼり」。これは、幼稚(ようち)園や保(ほ)育園、地域の方々
に作ってもらったり、貸(か)してもらったりしているそうです。お祭
りのテーマはこいのぼりにちなんで「みんなのこい　みんなこい」
だそうです。「これからも続けたいです。そして、ステージに出る人も、
見る人も増(ふ)やしたいです」と話してくださいました。

　ステージで太鼓をたたいていた友野龍士さんにもインタビューし
ました。友野さんが太鼓を通して伝えたいことは「輪」と「無限(む
げん)の可能性」だそうです。友野さんの太鼓は、とても迫力(はくりょ
く)があり、力強い演奏(えんそう)でした。

　次に都筑徳左連(とくざれん)連長の徳田淑恵さんにインタビュー
しました。
　徳座連は、都筑区を中心に活動する阿波(あわ)踊り団体で、今
回で４回目の参加です。今回のメンバーは30人ほどで、60代70
代の方々が中心です。
　徳田さんは、来年も参加して多くの人に阿波踊りの魅力(みりょく)
を伝えたいとのことでした。いきいきと魅力的に踊る姿(すがた)は、
見ている私たちも明るい気分にさせてくれました。

　フリーマーケットを出している方には、なぜ参加したのかを聞い
てみました。すると、「まだ使えるものを捨(す)てるのはもったい
ないし、他の人が使ってくれるとうれしいから」と答えてくれました。
地球環境(かんきょう)に良いフリーマーケットは、たくさんの人が

参加してほしいと思いました。
　この取材を通して、いつもは見られないものを見ることができて、
うれしかったです。みなさんもお祭りに足を運んでみてはいかがで
すか？

春
～能の体験講座～
　６月12日、私たち文化部
は、仲町台地区センターで
能を取材しました。
能について、現役の役者で
ある藤田安彦（ふじた　や
すひこ）さん、伊藤眞也（いと
う　しんや）さんが話してく
れました。

　藤田さんによると、能は、豊作(ほうさく)や人々の平穏(へい
おん)な生活を祈(いの)るものでしたが、将軍(しょうぐん)の応
援(えん)により、物語へと変化していきました。江戸時代には、幕
府(ばくふ)指定の芸能と認(みと)められました。

　能のセリフは、昔の言葉で、動きも難(むずか)しいのですが、
見る人が一つ一つの動きに込(こ)められた気持ちを想像(ぞう)し、
感じるものです。
能を見ていると想像力が豊(ゆた)かになるそうです。

～能を体験して～
　足袋(たび)を履(は)いて、扇(おうぎ)を借りて「老松」（おい
まつ）という能をやりました。セリフを言いながら動作するのはと
ても難しかったです。すべてを理解(かい)することは難しかった
のですが、想像力を働かせると、少し内容が理解できたことがう
れしかったです。

～能の公演(えん)～
　６月19日に渋谷(しぶや)のセルリアンタワー能楽堂で行わ
れた「第15回　櫻間會(さくらまかい)例会」にも取材に行ってき
ました。一般(いっぱん)的な能は、主人公のほとんどが霊(れい)
界の人で、完結した人生を物語るお話が多い不思議な演劇(え
んげき)ですが、聴(き)いているうちにリズムが体になじんでき
ます。

　今回の例会では、「景清」(かげきよ)という能をやってください
ました。
　このお話には主に、シテ：悪七兵衛景清（あくひちべいかげき
よ）、ツレ：景清の娘(むすめ)　人丸、ワキ：里人、ワキツレ：人
丸の従者(じゅうしゃ)が出てきます。
驚(おどろ)いたのは、人丸の役を小５の男の子がやっていたこ

とです。すごいなと尊敬(そんけい)
しました。
　最近は、能のこども教室もある
そうです。

　会場は静かでしたが、始まると
演じている人の声や太鼓(たいこ)、
笛の音でにぎわいました。最初は
ただ見ているだけでしたが、途中

(とちゅう)からは、演者の言葉や内容にも注意して聴くことがで
きました。作り物もしっかりしていて、本物の屋敷(やしき)のよう
に感じました。特に、一の松、二の松、三の松まで用意されていて、
作りが細かいな、と思いました。

　この機会で能について、たくさん知ることができました。みなさ
んも、日本の昔からの文化「能」を見に行ってみてはどうでしょう。

初めて見た能
のう

　マリノスフットボールアカデミーがあるマ
リノスフットボールパーク東山田に取材に
行きました。アカデミーは、今、みなと
みらい、追浜、NAS二俣川、大和、東
山田の５校あるそうです。東山田校は、
昨年の４月にできたばかりの新しいスクー
ルで、グリーンライン東山田駅から徒歩２
分の場所にあります。

　取材した日はとても寒い日でしたが、
みんな真剣(けん)に練習をしていました。

　大柴淳コーチに取材しました。「サッカー
は自分自身で考えて、プレー出来ること
がおもしろい、通っているこどもたちが
どんどん成長してうまくなるのを見るの
はとてもうれしい」と話してくれました。

　現在、東山田で習っている人は３歳(さ
い)から中学１年生まで、390人います。

　横浜Ｆ・マリノスのお話では、マリノス
フットボールアカデミーに参加していて、
Ｊリーガーになった選手がたくさんいて、
今も４人の卒業生が横浜Ｆ・マリノスのＪ
リーガーとして活躍(やく)しているそうで
す。

　ジュニア記者の福永圭吾くん（小５）
もここに通っていました。福永くんはサッ
カー歴は半年ほど。マリノスで合宿にも
行き、伊豆で１日じゅうサッカーづけの日
を送りましたが、とても楽しかったそうで
す。

　男の子に交じって元気に練習している佐
藤 彩夏さん（小６）にインタビューしまし
た。彩夏さんは、小学１年生の時にサッカー
を始めました。学校の体育が得意になり、

カゼもひきにくくなりました。彩夏さん
はイキイキとしたプレーをしていてかっこ
よかったです。

東山田にマリノスがあった !

（取材　大谷美咲　百崎佑　関将吾）

佐藤彩夏さん

　昨年はジュニア記者だけでしたが、今回は大人代
表とバトルを行いました。

　編集会議で話し合って６つのテーマを選び、サイコ
ロをふって出た目でトークが始まります。

① もし一億円あったら何をしたいか

② 子どもと大人の境界線はどこから？

③ 学校、勉強、塾 (じゅく)についてなんでも

④ 2010 年のニュースをふり返って

⑤ 都筑区の好きなところ、きらいなところ

⑥ なんでもトーク

Gさん ( 中学生ジュニア記者 ) 
② 子どもと大人の境界線はどこから？

G(中)：私より年上は大人だと思います。年齢(ね
んれい)で言うと18くらいかな。大学生は大人。

Kさん(大学生)：自分は20才。まだ子どもだと思う。
社会に出てお金を稼(かせ)いで自分で管理できる
ようになったら大人だと思
う。

G(中)：ニートを大人とは
よびたくないけど、働いて
いるかどうかは関係ないと
思う。

司会：自立してからが大
人だと思う人？

（誰も手をあげない）

K(大学生)：じゃあ小学生のMくんはどう思う？
Mくん(小学生ジュニア記者)：バイトしたら大人じゃ
ないのかな？働いているし。

大学のN先生 
④ 2010 年のニュースをふり返って

N先生：一番ショックだったのは、中国漁船と日本
の巡視艇(じゅんしてい)がぶつかった映像(えいぞう)
がYouTubeにアップされたこと。今の時代を象徴(しょ
うちょう)する事件だと思う。

司会：みんなはどう思う？今はだれでもどこでも撮
(と)って流せちゃうけど、勝手に映(うつ)されるの
はこわくない？放送局の経験(けいけん)のあるMくん
はどう？

M(小)：放送はめだたない仕事だけど、映像(えい
ぞう)がないと伝わらないから大切だと思う。

Fさん(地域(いき)活動家)：秘密(ひみつ)にしていても、
YouTubeなどの映像で暴(あば)かれる時代だと思
います。

司会：地方公務(む)員をめざすKくんはどうですか？
Kくん(中学生ジュニア記者)：日本は戦争に負け
て外交が弱腰(よわごし)だから、中国とかのことを

考えて、映像を公開しないのだと思いました。

Tさん ( 区役所職 (しょく ) 員 ) 
⑤ 都筑区の好きなところ、きらいなところ

T(区役所職員)：都筑区の住宅街は歩行者と車を
分離(ぶんり)していて、車では行けない道がたくさ
んあって、歩行者には便利だけど、車だと不便だ
なと思ったことがあります。

司会：それ自体はいいことだけど不便な時もあるっ
てことですね。住宅地に車が入ってくるとあぶない
から、そうならないようにしたんですよね？

Fさん(地域活動家)：イギリスのブキャナンって人の、
歩行者と自動車の分離方式を採用(さいよう)した
んです。人にやさしい街にしようということで、今の
形になったと聞いています。

Oさん ( 小学生ジュニア記者 ) 
⑤ 都筑区の好きなところ、きらいなところ

O(小)：社会部でトイレ調査をしたとき、トイレが
きたない公園が多いのが気になった。

K(中)：ステッカーが貼(は)ってあったり、いたずら
もあったけど、昨年行ったモンゴルのトイレよりはき
れいだと思った。

F(地域活動家)：私が子どものころは和式トイレし
かなかったので、私は和式でもいいのですが、子ど
もたちはどうですか？

司会：みんなの学校に和式のトイレはありますか？
子どもたち：あります。

司会：じゃあ和式がきらいという人は？
男の子：きらい～。
女の子一部：でも洋式はきたないから和式の方が
いい～。

司会：Sさんの家は450年続く農家だけど、どんな
トイレ？

Sさん(高校生ジュニア記者)：昔、ぼっとん便所
がありました。でも工事して洋式に変えました。物
を落とすと取れなくなるよってお母さんから言われて
ました。

Fくん ( 小学生ジュニア記者 ) 
⑤ 都筑区の好きなところ、きらいなところ

F(小)：好きなところは、近くにデパートがあること。
きらいなところは川に自転車をすてたり、マナーを守
らない人が多いことです。

F(地域活動家)：早淵(ぶち)川は自転車のほか、

いろんなゴミがある。ずっとそうじしているけど、き
れいにならない。全員が普段(ふだん)からゴミひろ
いをやったら、すてる人はいなくなるんじゃないかと
思います。

司会：学校などのおそうじイベントに参加したこと
がある人？

(子どもたち全員手をあげる)

司会：全員やったことがあるんですね。

Kさん ( 保護 (ほご ) 者代表 ) 
③ 学校、勉強、塾についてなんでも。

K(保護者)：私は娘を小学生から塾に行かせてい
ました。昔は塾に行くのは学校の授業(じゅぎょう)
についていけない子でしたが、今は学校以上のこと
を習いに行ってる。学校だけで大学まで行けるなら、
お金がかかるので塾に行かせたくはないです。

司会：塾に行かないと大学に行けないと思いますか？
K(保護者)：小学校の内容を見てみて、学校の教
育だけでは足りないと思いました。ほかにやりたいこ

とがあるなら塾は行かなくていい、やりたいことを一
生懸命(けんめい)やりなさいと言っている。

司会：では保護者Kさんの子のジュニア記者Eさん
に聞いてみましょう。

Eさん(中学生ジュニア記者)：小４から塾に行ってた。
決めかねていたら、お母さんに勝手に入れられたっ
て感じです。

司会：でも塾も楽しいんじゃないの？
E(中)：一番仲が良かった友だちは塾に行ってなくて、

時間の使い方についての考えが
違ってしまって、いっしょに遊べ
なくなり、つまんなくなった。

司会：他に塾について何か言い
たい人いますか？

G(中)：今は行っていないけど、
小５の夏から中学までは通っていた。同級生も高校
行くために塾に通うということで、やっぱり学校の授
業だけだと物足りないと思います。

司会：大学のN先生はどうお考えですか？
N先生：目的によると思う。いわゆる受験用の勉強は、
塾はプロですね。決まった答を上手に見つける技術
(ぎじゅつ)です。大学受験がそうなのがいけないの
ですが、大学に入ると、研究テーマを自分で探す
ことになる。高校まではそういう練習をしてないので
学生はすごく苦労してます。

Iくん(小学生ジュニア記者)：だいぶ前にお母さん
に塾に行かされた。学校で追いつけない人が行くと
思っていたけど、実際(じっさい)は学校よりも勉強
を早く進めてるだけなので、おかしいと思ってやめた。
学校で教わることがしっかりできていれば、行かなく
ていいと思う。

司会：それをお母さんに話して塾やめたの？
I(小)：はい。
司会：ちゃんと意見を言って聞いてもらえたのはす
ごいね。先生については意見ありますか？ 

Yさん(小学生ジュニア記者)：くどい話をする先生
がいて、つまんなくて、寝(ね)ちゃう子もいる。

M(小)：授業の内容に関係した自分の過去(かこ)
の話をしはじめる先生がいます。

G(中)：授業参観の時に先生のまちがいを注意し
たら、根に持たれたことがある。

Yさん(小学校用務員)：仕事で先生と個人(こじ
ん)的な話もするけど、いい先生もいっぱいいる。い
い先生ってどういう先生ですか？

G(中)：授業以外のことを教えてくれる先生がいい。
O(小)：生徒の話を聞いてくれる先生。今の先生
は話を聞いてくれない。

M(小)：授業はちゃんと教えて、遊ぶ時はいっしょ
に遊んでくれる先生。

I(小)：怒(おこ)るとき、言い聞かせる感じの先生
がいい。

K(中)：授業が早く終わったらいろんな話をしてくれ
る先生。

E(中)：自分の意見を押し付けない先生がいい。
K(中)：生徒にとって常(つね)に敵(てき)な先生。

Kくん ( 中学生ジュニア記者 ) 
⑥ なんでもトーク

K(中)：ぼくはハ虫類が好き。
都筑区の川にはどんな生き物
がいるか知りたい。

F(地域活動家)：カエルとか
…あれは両生類か。イモリはい
ます。ペットのワニが放されて
いて大さわぎになったこともあっ
た。昔からいたハ虫類や両生類は少なくなってきて
います。

K(中)：一番好きなのはミズオオトカゲ。カメなら
ダイヤモンドガメで、一番きらいなのはミシシッピア
カミミガメ。クサガメは飼ってます。ファイヤーサラ
マンダーも好き。イシガメはこの辺にいますか？

F(地域活動家)：君のきらいなミシシッピアカミミ
ガメはいっぱいいるよ。イシガメとクサガメは少ない
なー。

ジュニア記者
vs 大人たち

(イラスト: 大河原ひなた)


